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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

 良質なロールベールラップサイレージ（以下ＲＷＳと略す）を調製するため、調製時の水分を簡易に測定す

る方法について検討を行った。 

  また、開封後の品質変化について調べた。 

 （１）ＲＷＳ調製時の水分レベルと発酵品質 

  １番草、再生草を様々な水分レベルでＲＷＳに調製し、その成分分析を行った結果、水分含量６１％以上

で発酵品質の指標とされるＶＢＮ／ＴＮが急激に上昇し、発酵品質が低下することから、ＲＷＳ調製時の適

正な水分含量は６０％以下であることが明らかとなった。（表１）なお、下限は４０％である。 

 （２）ＲＷＳ調製時の電子レンジを利用した簡易水分測定法 

ア  細断した原料草２０ｇを計り計量皿に取る。 

イ  電子レンジで２分間加熱する。 

ウ  重量を計る。 

エ  原料を反転し、重量の減少がなくなる（恒量になる）までイ～エを繰り返す 

オ  水分含量（％）を算出する。 

  この方法を用い、３回の加熱（合計加熱時間６分間）で、蒸発によるサンプル重量の減少がほとんどなく

なり、水分含量が推定された。このとき、簡易水分計との水分含量の差は±５％以内だった。（表２）  

 （３）ＲＷＳ開封後の品質変化 

 １０月（平均気温１５℃～１７℃）開封のＲＷＳは４～５日で変敗による品温の上昇とカビの発生が観察され

た。（図１） 

  しかし、１１月（平均気温約１０℃）開封では、１１日後も品温の上昇とカビの発生は観察されなかった。

（図２） 

 

 ２ 期待される効果 

 （１）一般に普及している電子レンジであれば、交流電源のある管理施設内で簡易的にＲＷＳの水分が推

定可能となり、調製時の適水分の把握ができる。 

 （２）安定した発酵品質のＲＷＳ調製及び流通に資する。 

 （３）小規模経営でも冬期間でのＲＷＳの利用が推進される。 

 

 ３ 適用範囲 

 （１）県下全域 

 

 ４ 普及上の留意点 

 （１）電子レンジの機種によって性能に差があるため、予め恒量となる加熱回数を把握しておく。 

 （２）電子レンジで２分間以上連続で加熱していると原料草が発火する恐れがあるので、短時間の加熱を

繰り返して恒量を求める。 

 （３）平均気温１５℃以上の場合、４～５日で変敗やカビの発生が見られるため、１度に利用できない場合

は２次発酵防止の添加剤を利用する。（プロピオン酸またはプロピオン酸アンモニウム等） 



 

Ⅲ その他 
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